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救
第29 
回
ボ
ラン
テ
イ
ア
研
修
交
流・,‘at,・
五

を
包
む
こ
と
や
、
熱
射
病
の
処
置

な
ど
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
提
原
副
理
事
長
の
「こ

の
講
習
が
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と

が
一番
で
す
が
、
直
面
し
た
と
き

は
、
冷
静
に
対
処
出
来
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

を
し
て
、
十
二
時
三
十
分
に
終
了

し
ま
し
た
。 
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八
月
十
九
日
 
(日
曜
日
) 
に
北

九
州
パ
レ
ス
で
第
二
十
九
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
交
流
会
が
行
わ
れ
、

事
務
局
を
含
め
、
二
十
八
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 
二
年
に 一 度
、
三

回
目
と
な
り
ま
し
た
、
普
通
救
命

講
習
と
、 
A
E
D
講
習
を
行
い
ま

し
た
。 
A
E
D
講
習
は
今
回
が
初

め
て
で
す
。

A
E
D
と
は
(自
動
体
外
式
除

細
動
器
一
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
こ
と

で
す
。
講
習
会
は
、
九
時
三
十
分
、
定

刻
に
始
ま
り
ま
し
た
。 
小
倉
北
区

の
井
堀
消
防
署
の
夏
川
救
急
隊
員

と
救
命
講
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
名

の
三
名
の
方
に
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

は
じ
め
は
ビ
デ
オ
に
よ
り
、
心

肺
蘇
生
法
の 一 連
の
手
順
が
放
映

さ
れ
た
後
、
実
習
に
移
り
ま
し
た
。

参
加
者
二
十
八
名
が
三
班
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
実
習
し
ま
し
た
。

前
回
と
比
ぺ
、
心
肺
蘇
生
法
も
、

無
駄
一と
思
わ
れ
る
確
認
行
動
な
ど

を
省
き
、
早
期
蘇
生
へ
と
手
順
が

か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 ま
た
、
平

成
十
六
年
か
ら
、 
A
E
D
が
 一 般

市
民
の
使
用
が
認
め
ら
れ
、
駅
や

デ
パ
ー
ト
、
公
共
の
場
所
に
設
置

A E D
≪自動体外式除細動器≫
心臓の心室が小刻み
に震え、全身に血液を
送ることができなくな
る心室細動の致死性の
不整脈を、電気シヨツ
クを与えることにより、
正常な状態に戻す機械
です。 

さ
れ
て
い
ま
す
。 取
り
扱
い
も
ス

イ
ッ
チ
0
N
で
音
声
の
指
導
ど
お

り
に
で
き
、
思
った
よ
り
簡
単
で

し
た
。
何
度
も
講
習
を
受
け
て
い
る
皆

さ
ん
も
、
緊
張
す
る
の
か
、
救
急

車
の
要
請
も
せ
ず
に
人
工
呼
吸
を

始
め
る
方
、 a
を
つ
ま
ん
で
、
呼

吸
確
認
を
す
る
方
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
笑
い
声
が
ひ
び
き
、
緊
張
の

中
に
も
楽
し
<
実
習
で
き
ま
し
た
。

実
習
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
さ

ん
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
傷
病
者
の

管
理
法
・搬
送
法
や
緊
急
時
の
応

急
処
置
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

や
け
ど
を
し
た
と
き
は
、
服
を

脱
が
せ
た
り
す
る
前
に
と
に
か
<
 

冷
や
す
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
、

水
道
で
流
す
。 広
範
囲
の
や
け
ど

の
場
合
は
、
冷
や
し
す
ぎ
に
注
意

し
、
き
れ
い
な
シ
ー
ツ
な
ど
で
体

、
一 イ ー

A E D の
取
扱・ 
注
意
事
項

下
あ
ご
を
2
本
の
指
で
引
き
上
げ
、

ゆ
っ
<
り
と
頭
を
後
ろ
に
そ
ら
す
。 

呼
差

手
る
(5秒
;10移
) 
一、 
A
E
D
の
到
着

M。病一一M見Eーに一gMa一
◆
AE
Dが到着
した
ら、ふたを開き
電源を入
れる。 

聞
く
」
「野
気
を
感
じ
る
」 

・

【注
意
事
項
】

気
道
の
確
保
'-・'・t

一 
一九
番
通
報

A
ED
の手
配
t

反
応
の
確
認

t
tniーぃ。。 

構
病
者
を
発
見

,t
呼
取の
確
認

あ
お
む
け
に
表
か
せ
る
。
気
道
を

確
保
す
る
。
ー
を
つ
ま
む
。
g
の
◆

 

ふ
く
ら
み
を
見
な
が
ら
、
約
1
秒

間
か
け
て
成
き
込
む
。
人
工
呼
吸

脚-圧追は人エ呼取と一緒に

行
な
う
の
が
書
通
で
す
(1
分
間
ー

に
約
100
回
の
リ
ズ
ム
)
M
f
圧
迫

30
回
、
人
工
呼
取
2
回
を
標
返
す
。

M

-

圧

追

と

人工基
.. 

救
動
者
が
積
数
い
れ
ば
、 
2
分
間

(g
書
圧
迫
30
回
・人
エ
野
取
2
◆

 

回
の
セ
ッ
ト
を
5
サ
イ
ク
ル
)
ご

と
に
交
代
。 

AEDの到
f

A
E
D
が
解
析
を
行
う
。 

要
者
に
f
れ
な
い
。 

m e

脚

-

圧

追

と

人
H
呼
服
. 

従 A い E 
心 D 
肺の
蘇メ
生ツ
をセ
線 l 
返ジ
すに

4 題

医
要

急
隊
員

に
引
き
組
ぐ

〇
自
動
で
電
源
が
入
る
機
種
も
あ
る

二
、
電
気
パ
ッ
ト
の
貼
り
付
け
 

' 

◆
A
E
D
の
使
用
 (装
着
) を
最
優
先
す
る
。

◆
傷
病
者
の
右
鎖
f
一下
と
左
脇
下
5
;
8
cm
の
位
置
に

貼
る
。
【注
意
事
項
】

〇
呼
吸
″
な
し
 "を
確
認
し
て
い
る
か
。

〇
傷
病
者
の
胸
部
が
滞
れ
て
い
な
い
か
。

〇
医
療
用
貼
付
剤
が
は
ら
れ
て
い
な
い
か
。

〇
埋
め
込
み
型
の
ぺ
ー
ス
メ
ー
力
1
・除
細
動
器
は

な
い
か
。

〇
電
極
パ
ッ
ド
の
貼
付
位
置
に
胸
毛
が
な
い
か
。

〇
貼
付
し
た
電
極
パ
ッ
ド
は
、
傷
病
者
に
密
着
し
て

い
る
か
。

〇
コ
ネ
ク
タ
ー
と
A
E
D
の
本
体
が
分
離
し
て
い
な

い
か
。

〇
成
人
に
は
、
小
児
用
を
使
用
し
な
い
。

三
、
解
析
 (傷
病
者
か
ら
離
れ
る
)

◆
解
析
を
行
う

【注
意
事
項
】

〇
解
析
ボ
タ
ン
を
押
す
機
種
も
あ
る
。

四
、
通
電
 (傷
病
者
か
ら
離
れ
る
)

・◆
A
E
D
か
ら
の
″
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
で
す
 "

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
確
認
後
、
通
電
ボ
タ
ン
を
押
す
。 

一一◆
通
電
後
、
直
ち
に
心
肺
蘇
生
を
再
開
す
る
。

【注
意
事
項
】

〇
解
析
後
″
電
気
シ
ョ
ック
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん ~

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認
し
た
場
合
A
E
D
の
メ
ツ

セ
ー
ジ
に
従
い
直
ち
に
心
肺
蘇
生
を
再
開
す
る
。 
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日
確
日
北
九

州
パ
レ
ス
で
、
普
通
救
命
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 普
通
救
命

書
を
受
け
る
の
は
二
国
目
で
す
。 

と
は
言
え
、
実
際
に
人
が
倒
れ
て

い
る
の
を
見
る
と
、
っ
い
逃
げ
た

く
な
って
し
ま
いま
す
。 し
か
し
、

講
義
の
中
で
、
適
切
な
応
急
手
当

を
速
や
か
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

傷
病
者
の
救
命
率
が
上
が
る
と
教

え
ら
れ
る
と
、
逃
げ
る
訳
に
は
い

か
な
い
と
思
い
ま
す
。

講
義
の
後
の
実
技
は
皆
、
真
剣

な
表
情
で
、
人
口
呼
吸
、
心
肺
蘇

生
、 
A
E
D
へと
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。 
A
E
D
は
、
装
置
自
体

が
指
示
し
て
く
れ
る
た
め
、
と
て

も
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。 
実

技
の
後
、
質
疑
応
答
の
中
で
「倒

れ
て
い
る
人
に
直
面
し
て
習
っ
た

と
お
り
に
『A
E
D
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
1
い
!
』
と
お
願
い
し

て
も
A
E
D
が
ど
こ
に
あ
る
か
知

ら
な
い
人
も
い
る
し
、
ま
た
、 
A 

E
D
自
体
を
知
ら
な
い
人
が
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。 
駅
や
デ
パ
ー
ト
、
病
院

な
ど
に
あ
る
事
は
知
っ
て
い
ま
す

が
、
他
に
は
?
あ
ま
り
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。 今
日
よ
り
も
っ

と
、
周
り
を
見
な
が
ら
歩
く
よ
う

に
した
いと
思
いま
す
。 そ
し
て
、

で
き
れ
ば
、
自
治
体
等
が
(A
E
 

D 
M
A
P
一
な
る
も
の
を
出
し

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。 事

務
局
の方
も々
お
度
e
業
で
し
ー
。 

道路交通法が改正(19 
1 悪質 ・危険運転者対策
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◆飲酒連重行為等を行つた者l・こ対する罰期の強化〔公布から3月以内に施行〕
: j重酔い速転 : 5｠"j以下の懲役又は100万円以下の罰金
酒気帯び連転 : 3年以下の懲役又は50万円以下の罰金
'救護義務違反 : 10年以下の懲役又は100万円以下の罰金
'飲酒検知拒否 : 3月以下の懲役又は50万円以下の罰金
'麻薬等通転 : 5年以下の懲役又はl00万円以下の罰金

◆重要連転重助行為に対する罰要規定の重響等〔公布から 3月以内に施行〕
装基fびzjし、る者で、飲酒連転を行つおそれがある者に対して車商等る「r為を禁止し、罰則を新設

※程気を帯びている者に、自己2連送を要求 ・依頼して、その者が飲酒連している車商等に同乗する行為を禁止し、翻用を新設  
※飲酒連転を行うおそれがある者に対する酒類の提供禁止規定に罰期を設
けた
◆免許の欠格期商の延長 (上限l0年) 〔公布から 2年以内に施:行〕

第'28号

小j新 t ンティ'迅速で正確な行動を 局田 雄三さん
人心要 思手で際は で E し - レ
の筋:j:今つく大にわ A し D まi:ス私
数梗 、_ 回た使変使か E た し一で一、 ア は
は塞との次え興つつ D ° 自たィ行 、
、なだ講第る味たてと 動 ° ァゎ八
年どと習でよが''おは 体今研れ
々1:零会1;うあi:り何 外回修た1
增 じで にりがまか 式の交 、九
加突た私 なま i し 9 除 - 流第日
高第こが り し 力に表ijj 和1 会二北と一 たたつ の 動マに九九
にすは番 い ° た 、中 器は参回州
ある 、重 と上の実で -' A 加ポパ
% 置ば と救識いな対何救 ' と止つ り
と し 、カい命のるど処も急でい器
な fi全 」_ わ知低人 、しし葦・1';ぅ 享
りだ属iフれ識さの発たなを のの 。 

i1: lf 4,｠",1ii;,器器.量iし｠"111要議そ
分｠"i患器ま最肺処 、いあだ華が i1者 す 蘇置あかるけ 国は反
ii 事重;農 ° 書生へるわい'二1｠"の量獲L(
九はi:に な素g意 lg l1ぁ管状程心
十五間よ 要ど加傍などとはだ 、肺
% 十放れ 因の意にいうは 、そし、停

を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

で
す
か
ら
「こ
の
五
分
」
が
非
常

に
重
要
な
の
で
あ
り
ま
す
。 救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
「救
命

の
連
鎖
」
す
な
わ
ち
 ([国
) 迅

速
な
通
報
、 
( 1 ) 迅
速
な
心

肺
蘇
生
、 
(t
.:) 迅
速
な
A
E 

D
、
二
次
救
命
処
置
。 大
切
な
命

を
救
う
た
め
に
必
要
な
行
動
を
迅

速
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。 
で
す
か

ら
私
は
、
緊
急
時
に
直
面
し
た
場

合
に
は
、 
A
E
D
を
正
確
に
取
り

扱
い
、
救
命
の
連
鎖
に
積
極
的
に

係
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

年6月20日公布)になりま..し.t::4., 

人
工
呼
破
は
a
の
ふ
<
ら
み
を

見
な
が
ら
、
1
秒
間
か
け
て

お
こ
な
っ
て
<
だ
さ
い

2 高齢運転者対策等
(公布から 1年以内に施行〕
◆7 5歳以上の連転者の高齢者標識
聴覚障害連転者の聴1覚障害者標識 の表示義務づけ
〔公布から 2年以内に施行〕
◆7 5歳以上の速転者に認知機能検査の受検を義務づけ
◆高齢者講習の受講期間を更新満了日の6月前からに延長

3 自転車利用重空策〔公布から 1 年以内に施行〕
◆普通自転車が歩道通行できる場合等を明示
◆普通自転車通行指定部分を新設
◆児董 '幼児に乗車用へルメットを着用させる努力義務を新設

4 被害軽減対策〔公布から 1 年以内に施行〕
◆後部座席シー トべルトの着用を義務づけ

出口県警察ホームべージょり

ア 

, 


